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発
行
元 

中
金
杉
自
治
会 

（
記
事
・
写
真
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
） 

 

「小金北地区総合防災訓練」 

北小を会場に１７町会・自治会が大集合 

●中金杉では避難行動要支援者の安否確認訓練も実施 

●
ふ
る
さ
と
祭
り 

宵
宮
・
本
宮
と
も
無
事
終
了 

 
 

  

秋
を
彩
っ
た
大
イ
ベ
ン
ト
（
記
事
は
２
～
４
面
に
掲
載
） 

「少年少女クラブ」緊急時の対応実演 

●大腿部出血の対応は、患部にタオルを巻き

その上からネクタイで縛る。 

●前腕部骨折の対応は、骨折部を新聞で巻い

た上からネクタイで締める。そしてポリ袋の

底の部分に穴を開け、腕を入れポリ袋の上部

を首の後で結ぶ。 

●重篤者の運搬は、毛布の両サイドを巻き、

巻いたところを４人で持って運ぶ。竹竿等が

あれば、毛布の両サイドを竹竿に巻く。 

●心肺停止者を助ける時は  ①意識の確認 

②呼吸の確認 ③助けを呼ぶ。（ＡＥＤ、救急

車） ④心臓マッサージ３０回に、人工呼吸

（鼻をつまむ）を２回の割合で行う ⑤ＡＥ

Ｄと心臓マッサージを意識が戻るか救急車

が来るまで続ける。 

 

小
金
北
地
区
総
合
防
災
訓
練
が
１１
月

１５
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
総
勢
５
０
２

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
会
場
の
小

金
北
小
学
校
で
は
、
中
金
杉
町
会
１
６
０

名
と
大
金
平
２
～
５
丁
目
９
４
名
の
２
５

４
名
に
よ
り
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

訓
練
は
午
前
９
時
に
大
災
害
発
生
の
想

定
の
も
と
、
共
助
班
長
に
よ
る
災
害
時
避

難
行
動
要
支
援
者
の
安
否
確
認
を
行
っ
た

後
、
各
丁
目
毎
の
初
期
避
難
場
所
に
集
合

し
、
安
否
確
認
、

参
加
人
員
の

状
況
を
青
年

館
に
設
け
ら

れ
た
中
金
杉

の
防
災
本
部

に
報
告
し
、
各

丁
目
毎
に
幟

旗
を
掲
げ
、
避

難
場
所
で
あ

る
小
金
北
小

学
校
に
向
か

い
ま
し
た
。 

小
金
北
小

に
到
着
し
た

一
行
は
安
否

確
認
等
の
情

報
を
災
害
本

部
に
避
難
状

況
を
報
告
し

た
。
避
難
所
の

作
成
、
少
年
少
女
ク
ラ
ブ
（
小
学
生
と
中

学
生
で
構
成
さ
れ
、
大
金
平
消
防
署
に
組

織
さ
れ
た
火
災
予
防
活
動
な
ど
行
う
松
戸

唯
一
の
団

体
）
に
よ
る

災
害
時
の

訓
練
の
実
演
。
簡
易
ト
イ
レ
の
作
成
、
照

明
器
具
の
設
置
の
た
め
の
発
電
機
の
取
り

扱
い
な
ど
を
見
学
。
最
後
に
防
災
本
部
長

石
井
平
賀
町
会
長
、
原
小
金
北
小
学
校
校

長
、
千
種
消
防
署
長
か
ら
講
評
を
聞
き
、

全
体
の
訓
練
は
終
了
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
青
年
館
に
移
動
し
て
温
か
い

炊
き
出
し
う
ど
ん
を
食
べ
、
仲
村
自
治
会

長
、
加
藤
防
災
部

長
の
挨
拶
の
後
、

解
散
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
小
雨

の
中
の
訓
練
と

な
り
、
参
加
人
員

の
把
握
な
ど
手

間
取
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
大
災
害
が

発
生
し
た
時
の

問
題
が
皆
で
共
有
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

成
果
で
し
た
。 

最
後
の
講
評
で
は
「
訓
練
の
成
果
を
一

つ
で
も
覚
え
て
欲
し
い
。
訓
練
を
と
お
し

学
ん
で
欲
し
い
。
大
災
害
は
い
ろ
い
ろ
な

条
件
で
起
き
、
雨
の
時
も
あ
る
。
病
人
、

老
人
と
い
ろ
い
ろ
の
人
も
い
る
の
で
対
応

が
難
し
い
。
訓
練
を
非
常
時
に
役
立
て
て

欲
し
い
。
直
下
型
地
震
の
場
合
、
地
鳴
り

と
と
も
に
一
気
に
揺
れ
が
来
る
の
で
、
人

を
救
う
た
め
家
具
の
転
倒
防
止
の
取
り
付

け
な
ど
身
近
な
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
欲
し

い
」
と
の
話
が
あ
っ
た
。（
笹
嶋 

貢
） 

プライべートルーム設営訓練＝小金北小講堂で 

Photo by tatibana 

 

 



 
 
賑わいました「ふるさと祭り」 

燃えた中金杉 神輿と踊りとイベントと 

 ふるさと祭り実行委員長・笹嶋 貢 

中金杉の最大のイベント「ふるさと祭り」が、１０月１

７日（土）、１８日（日）の２日にわたり、好天にも恵まれ、

皆様方の温かいご支援とご協力により、無事に催すことが

出来ました。厚く御礼申し上げます。 

子どもが主役の宵宮、本宮では山車や神輿が今年も道筋

を変えて町中を練り歩き、懇親会は盛大に行われました。 

山車を引く子どもたちの半纏が相当数足りなくなるな

ど、嬉しい誤算もありました。おかげで、坂の多い中金杉

を山車はいつもよりスムーズに引かれていました。また、

山車には今年から弓張提灯が飾られ綺麗に化粧されまし

た。懇親会の恒例となった抽選会は、３丁目の唐沢さんの

ご厚意により「箱根高原ホテルペア宿泊券」は１本増え２

本となり大いに盛り上がりました。懇親会場に多くの皆さ

まが集まり交流が図られるようにと、机の配置を工夫しま

したが、スペースに限界があり今後の課題となりました。 

お祭りに参加した方が食べるおにぎりは、今年から青年

館で作ることにしました（洗米は３丁目の高橋昌男さん

宅）。昨年までは、１丁目の田嶋代志江さん宅で行っていた

ので、どうなるか心配しましたが、何の問題もありません

でした。中金杉の今までの経験は生かされ「中金杉パワー」

を思い知らされました。 

子どもの頃のお祭りは懐かしいです。そして、その中金

杉祭りを大人になり楽しめることは、もっと素晴らしいこ

とです。そのようなドラマが、今中金杉で生まれています。 

中金杉祭りも１９回目となり、協賛金集め、宵宮、神輿

渡御、懇親会、抽選会、歩行者天国が定着し、中金杉の皆

さまから愛される祭りになったと実感して参りました。 

また、皆さまからは、大いに盛り上がり素晴らしい

お祭りになった、懇親会場でのお持ち帰りがなかった

などマナー向上の意見もありましたが、会場が狭い、

休憩所や懇親会場での指示が不明確であったなど、中

金杉祭りの輪が広がることによる問題点も浮き彫り

になりました。 

      ★・・・・・★ 

来年は、中金杉祭りも記念すべき第２０回目となります。

皆さまが満足できるお祭りなるよう努めてまいりますの

で、ご協力をよろしくお願いします。 

 

★ 

お
年
寄
り
も
子
供
た
ち
も
皆
さ
ん
が
主
役
で
す 

「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
今
年
も
素
晴
ら
し
い
秋
祭
り
と
な
り
ま
し
た
★ 

 

Photo by  tatibana  ikeda naito sasajima  

 

  

 



●ふるさと祭りに参加して 

今年も頑張りました 

「サタコミ」の子ども達 

企画・販売・計算まで実体験 

「仲間を知り、地域を知った 

楽しい機会でした」 

 「いらっしゃいませ！」。スクール生の元

気な声とともに出店が開店します。「サタデ

ーコミュニティスクール北小金」は、月に

２回土曜日に殿平賀小学校で活動していま

す。理科実験やザリガニ釣りなどさまざま

な活動を通して、異年齢の人との関わる楽

しさを発見したり、新しい自分を発見した

りする場になっています。 

 中金杉の「ふるさと祭り」の出店準備は、

約１カ月前から行っています。どんなゲー

ムにしたらお客さんが楽しめるかな。どう

したら人が集まってくるかな。どうしたら

黒字になるのかななど、企画からお金の計

算まであらゆることを学べる機会になって

います。出店当日は、お客さんの笑顔で元

気が出たり、仲間と協力する楽しさを実感

したり、とても素敵な時間になっています。 

振り返りの時間では、「またやってみた

い！」「次はこうしてみようよ！」といった

積極的な言葉がたくさん見られ、このよう

な環境を与えて下さるふるさと祭りの運営

の方、また地域の方々には感謝しておりま

す。 

（サタデーコミュニティスクール長 

・平林みどり） 

●
お
に
ぎ
り
の
話 

思
考
錯
誤
で
取
り
組
ん
だ 

今
年
の
お
に
ぎ
り
づ
く
り 

  

祭
り
の
「
お
に
ぎ
り
づ
く
り
」
は
、
こ

れ
ま
で
中
金
杉
町
内
の
小
野
田
盈
也
さ
ん
、

鈴
木
泰
三
さ
ん
、
高
橋
岩
雄
さ
ん
、
江
尻

秀
郎
さ
ん
、
田
嶋
昌
司
さ
ん
ら
地
元
の
篤

志
家
の
お
宅
を
、
長
年
お
借
り
し
て
自
治

会
の
ご
婦
人
た
ち
と
一
緒
に
お
に
ぎ
り
づ

く
り
を
し
て
き
ま
し
た
。 

昨
年
ま
で
の
６
年
間
は
、
田
嶋
さ
ん
宅

で
続
け
て
き
ま
し
た
が
、「
篤
志
家
の
家
族

ぐ
る
み
の
ご
苦

労
」
を
考
え
、

今
年
の
ふ
る
さ

と
祭
り
か
ら
は

『
自
治
会
自
前

で
作
っ
て
み
よ

う
』
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
始

ま
り
ま
し
た
。

伝
統
を
絶
や
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
た
め
、

ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
結
論

が
で
る
ま
で
試
行
錯
誤
と
不
安
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。 

 

「
何
せ
１
０
０
㌔
の
お
米
で
、
２
千
個

を
超
す
お
に
ぎ
り
作
り
作
業
に
挑
戦
す
る

こ
と
に
は
異

論
も
あ
り
ま

し
た
が
、
青
年

館
に
設
備
を

整
え
れ
ば
な

ん
と
か
な
る
」

と
の
決
断
の
も
と
に
準
備
が
進
み
、
本
番

の
お
祭
り
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

★ 
 

 

★ 

 

お
に
ぎ
り
づ
く
り
の
準
備
は
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
・
田
嶋
代
志
江
さ
ん
の

指
導
の
下
、
婦
人
部
長
三
浦
喜
久
江
さ
ん
、

睦
会
内
藤
光
男
さ
ん
ら
が
中
心
に
な
り
、

順
調
に
す
べ
り
出
し
ま
し
た
。 

前
日
の
宵
宮
に
高
橋
農
園
の
昌
男
さ
ん

宅
の
ご
厚
意
で
「
炊
飯
テ
ス
ト
」
を
済
ま

せ
、
本
宮
の
朝
を
迎
え
ま
し
た
。
本
宮
の

朝
６
時
に
は
、
青
年
館
の
山
車
倉
庫
前
に

力
自
慢
の
睦
会
の
人
た
ち
、
自
治
会
婦
人

部
な
ど
の
担
当
者
が
集
ま
り
、
大
き
な
炊

飯
器
３
台
に
点
火
し
ま
し
た
。 

炊
き
あ
が
り
ま
で
４５
分
。
出
来
上
が
っ

た
ご
は
ん
は
青
年
館
２
階
ホ
ー
ル
ま
で
階

段
を
苦
も
無
く
若
者
が
次
々
と
運
搬
。 

ホ
ー
ル
で
は
待
機
し
て
い
た
ご
婦
人
３０

人
は
に
ぎ
り
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

★ 
 

 

★ 

「
後
日
、『
お
に
ぎ
り
』」
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

来
年
は
そ
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
美
味
し

い
お
に
ぎ
り
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
」
と

三
浦
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。 

な
お
、
お
に
ぎ
り
用
の
炊
飯
作
業
は
、

今
年
も
一
部
を
２
丁
目
の
「
め
い
と
中
金

杉
」
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
自
治
会
・
祭
り
実
行
委
員
会
＝
平
賀
） 

●中金杉の６夫妻「結婚５０年祝賀会」に招待 

     「おめでとうございます」 

 

小金地区社協主催の「御結婚５０年周年記念祝賀

会」に、中金杉から６夫妻が招ねかれました。 

対象者は１丁目松下忠昭・由紀子さん、２丁目仲

村利雄・紀美子さん、４丁目松戸實・裕子さん、

同・阿部辰数・フサ子さん、同・山田一次・明子

さん、同・杉山和靖・泰子さんの６夫妻でした。 



●童心に返った「中金杉ふるさと祭り」 

       ４丁目・小川智弘 

 

毎年、楽しく参加させていただいていた

「中金杉ふるさと祭り」。組長の役が回って

きたこともあり、１９回目を迎えて、今回

初めてお祭り準備のお手伝いをさせていた

だきました。 

 準備会議や祭り会場の草むしりをしなが

らお祭りが近づいてくる中で、何か変だ、

何か今までと違うと自分の落ち着かなさを

感じていました。 

 宵宮の会場設営の手伝いに向かっていて

も、何処かフワフワしているな～と。そん

な折、ようやく明かりの燈（とも）った会

場の提灯をふと見上げると子供の頃楽しみ

にしていた夏祭りを思い出しました。 

 感じていた違和感は、久しく忘れた子供

の頃と同じ祭りの明かりに心踊らされる気

持ちなのだと、その時気がつきました。 

 そんな気持ちになれたのも楽しませてい

ただいた「お客さん」から、手伝いの末端

ではありますが、お祭りの「作り手」の中

に入って、ふるさと祭りに参加させて貰え

たからなのかも知れません。 

 参加した子供達が大人になり、このお祭

りに思いを馳せてもらえたらどんない嬉し

いことでしょう。 

 当時の気持ちを再び感じる事ができた事

に感謝し、次のお祭りでも自分に何が出来

る事がないかと、もう来年を待ち遠しく想

っています。 

「舞台」で躍動 太鼓の音 

●
イ
ベ
ン
ト
部
会 

観
客
湧
か
せ
た
「
多
彩
な
芸
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

久
米 

勲 

 

今
年
の
ふ
る
さ
と
祭
り
お
楽
し
み
ス
テ

ー
ジ
は
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た
構

成
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
中
金
杉
在
住

の
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
地
面
」
を
は
じ
め
、

尾
崎
美
月
さ
ん
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
ち
び

っ
こ
チ
ア
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
、
と
ん
と

ん
み
ー
の
エ
イ
サ
ー
、
な
ん
と
い
っ
て
も

B

’z

モ
ノ
マ
ネ
芸
人
のT

A
IZ

O

さ
ん
と

あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間
で
す
。 

ま
た
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
特
賞
の

箱
根
ペ
ア
宿
泊
券
は
２
本
あ
り
ま
し
た
。 

 ●
設
営
部
会 

 

準
備
作
業
か
ら
後
片
付
け
ま
で 

 

皆
さ
ん
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 
 

 
 

 
 

 
     

吉
野 

朝
夫 

今
年
も
、
設
営
部
会
は
８
月
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
後
、
在
庫
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
、

道
具
・
消
耗
品
の
補
充
購
入
を
行
い
ま

し
た
。 

同
時
に
ス
テ
ー
ジ
の
設
営
・
電
気
工

事
の
手
配
に
始
ま
り
、
懇
親
会
用
の
テ

ー
ブ
ル
の
不
足
分
・
お
に
ぎ
り
用
の
炊

飯
器
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
等
の
レ
ン
タ

ル
品
の
手
配
も
行
い
ま
し
た
。 

祭
り
の
準
備
・
当
日
・
後
片
付
け
の

お
手
伝
い
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                            

●松戸市市民運動会・小金地区大会 

中金杉自治会からも応援部隊 

第 44 回を迎えた「松戸市市民運動会・小金地区大会」は 10 月 12 日、小金南中学校を舞台に開かれました。

この運動会は毎年、小金北中学校と交互に開かれている伝統のある行事です。年々参加者も増えてきています。 

朝の内の曇り空は、一転快晴に変わり運動会日和となりました。中金杉自治会からも早朝の準備作業のお手伝い

に始まり、本番では「集合班」を担当。仲村利雄自治会長はじめ髙橋英吉１丁目会長、加藤勇２丁目会長、舟越勝

昭５丁目会長と平賀らが応援に駆け付けました。中金杉子ども会からも参加、快晴のグラウンドで元気いっぱい頑

張っていました。全力で力走する子ども、汗をびっしょりかきながらの綱引き・・大人も子供も力のこもった競技

に観客席から声援が沸き起こっていました。この運動会は南北町会の交流の良い機会となっています。 （平賀）    

           ★・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・★ 

 

地域交流 

賑わった「夜の会場」 



子
ど
も
会
だ
よ
り 

     地域交流 

●本土寺で紅葉とお茶を楽しむ会 

小金地区社協主催の「紅葉とお茶を楽しむ

会」が４日、本土寺で開かれました。中金杉

からも「なごみ会」の人たちと７０歳以上の

有志が参加しました。 

境内の開山堂から晩秋の残り紅葉はしっ

かりと残り、皆さんと美味しいお茶をいただ

いてきました。         （平賀） 

●
中
金
杉
子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

南
北
大
会
で
優
勝 

 

い
つ
も
忙
し
い
と
こ
ろ
応
援
と
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

11
月
３
日(

祝
日)

に
開
催
さ
れ
た
青
少

年
団
主
催
の
南
北
大
会
で
、
中
金
杉
子
供

会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。 組

み
合
わ
せ
抽
選
の
結
果
、
小
金
北
地

区
大
会
優
勝
チ
ー
ム
で
し
た
の
で
シ
ー
ド

準
決
勝
か
ら
で
し
た
。
結
果
は
準
決
勝
が

１１
対
３(

小
金
南
清
志
町) 

、
決
勝
が
５
対

２(

小
金
北
平
賀
あ
じ
さ
い)

で
し
た
。 

 

決
勝
は
、
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
で
先
制
さ

れ
追
い
つ
き
、
勝
ち
越
さ
れ
、
ま
た
、
追

い
つ
き
、
最
後
に
勝
ち
越
し
の
ホ
ー
ム
ラ

ン
が
出
て
の
勝
利
で
す
。
チ
ー
ム
み
ん
な

で
勝
ち
取
っ
た
優
勝
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
来
年
に
向
け
て
部
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 

▼
一
柳
の
携
帯
メ
ー
ル
▲

（k
k
th

k
-
0

7
0

5
1

9
1

2
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1
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d
o
c
o
m

o
.n

e
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）
ま
で
連
絡
を
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

一
柳 

健) 

 

●
中
金
杉
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
チ
ー
ム 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
大
会
で
準
優
勝 

成
果
が
結
実 

今
年
も
頑
張
り
ま
し
た 

 

９
月
27
日
フ
レ
ン
ド
リ
ー
大
会
20
チ

ー
ム
中
準
優
勝
。
今
年
初
め
て
の
決
勝
戦
、

大
観
衆
の
前
で
名
前
を
呼
ば
れ
て
試
合
開

始
を
待
つ
子
供
達
の
顔
は
輝
い
て
い
ま
し

た
。
延
長
戦
で
最
後
の
数
秒
で
逆
転
負
け

を
し
悔
し
涙
を
流
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
10
月
18
日
南
部
大
会
20
チ

ー
ム
中
ベ
ス
ト
８
。
11
月
１
日
中
央
大
会

29
チ
ー
ム
中
予
選
敗
退
。
こ
の
間
、
悔
し

い
結
果
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
11
月
15

日
南
北
大
会
８
チ
ー
ム
参
加
の
う
ち
優
勝
。

今
年
度
は
、
同
地
区
の
横
須
賀
し
ろ
あ
と
、

大
金
平
つ
ば
さ
が
市
内
大
会
で
優
勝
し
て

お
り
、
強
豪
揃
い
の
中
で
の
南
北
大
会
優

勝
は
手
ご
た
え
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
頑

張
っ
て
き
た
成
果
が
結
果
に
結
び
つ
く
経

験
が
子
供
達
の
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

▼
入
部
の
お
問
合
せ
先
▲ 
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9
0
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（
山
口
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

（
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
監
督 

山
口
利
史
） 

●
小
金
北
地
区
子
ど
も
会
連
合
会 

育
成
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 

雨
の
た
め
途
中
で
終
了 

 

１１
月
２３
日
（
月
）
小
金
北
地
区
子
ど
も

会
連
合
会
育
成
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

東
洋
学
園
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
生
憎
の
小
雨
の
寒
空

で
し
た
。 

中
金
杉
は
５
チ
ー
ム
中
、
最
大
の
参
加

人
数
で
臨
み
ま
し
た
が
、
天
候
不
良
に
よ

り
、
２
試
合
で
大
会
は
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
内
藤
光
男
監
督
を
は
じ
め
参
加
・
お

手
伝
い
い
た
だ
い
た
方
々 

お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 
 

（
吉
野
） 



●中金杉親善ゴルフ大会 

腕自慢３０名が参加し熱戦 

最高齢８４歳もがんばりました 

 

 

10 月 29 日（木）、かすみがうら OGM

ゴルフクラブにて、「第2回中金杉ゴルフ

大会」が開催されました。このゴルフ大会

は中金杉自治会の福祉部が主催しており、

昨年より町内のゴルフ腕自慢が「新ぺリア

方式」で争われます。 

第 1回のチャンピオンは4丁目会長の

小野田靖男さんでした。 

今年は小雨のなか３０名が参加。最高齢

84歳の人もがんばっていました。試合は

楽しく、仲良く・無事に終わりました。 

なお、栄えある優勝はべスグロでラウン

ドした渡辺利博さん（1丁目在住）でした。

おめでとうございます。 （久米 勲） 

 

北小の応援キャラクター 

「きたっぴい」でーす 

 

●
小
金
北
小 

ふ
れ
あ
い
広
場 

～
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に 

 
 

 
 

 

１
丁
目
・
池
田
理
恵
子 

 

小
雨
降
る
11
月
１４
日
、「
小
金
北
小
ふ
れ

あ
い
広
場
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

平
成
29
年
に
は
創
立
50
周

年
を
迎
え
る
小
金
北
小
学
校
に

お
い
て
、
昭
和
63
年
に
は
じ
ま

っ
た
歴
史
あ
る
こ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

催
の
一
大
行
事
は
、
時
代
と
と

も
に
形
を
変
え
な
が
ら
、
現
在
で
は
「
こ
ど

も
た
ち
と
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
手
作
り
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を
メ
イ

ン
に
開
催
し
て
お
り
、
子
ど
も
達
も
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
や

宝
探
し
、
毎
年
恒
例
の
お
化
け
屋
敷
な
ど
15

余
り
の
コ
ー
ナ
ー
を
運
営
す
る
た
め
、
保
護

者
一
同
早
い
コ
ー
ナ
ー
で

は
春
か
ら
企
画
・
準
備
に
取

り
組
ん
で
き
ま

し
た
。 

仕
事
を
持
つ

保
護
者
が
多
い

中
、
時
間
を
や
り

く
り
し
て
み
ん
な
で
協
力
し
て
コ

ー
ナ
ー
を
作
り
上
げ
て
い
く
事
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
喜
ん
で

く
れ
る
子
ど
も
の
笑
顔
を
想
像
し

な
が
ら
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と

は
、
保
護
者
に
と

っ
て
も
喜
び
で

あ
り
、
関
わ
っ
た

保
護
者
か
ら
は
、

や
っ
て
良
か
っ

た
、
楽
し
か
っ
た

と
い
う
感
想
を

よ
く
耳
に
し
ま

す
。
ま
た
、
私
た

ち
が
頑
張
る
後

ろ
姿
を
見
る
こ

と
で
子
ど
も
た

ち
も
何
か
を
感
じ
て
く
れ
て
い
る
、
と
思
っ

て
い
ま
す
！ 

 
 

 
 

★
・
・
・
・
★ 

今
年
も
地
域
の
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
中
金

杉
在
住
の
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
石
崎
建
夫
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
パ

ワ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
の
「
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
」、「
キ
ッ
ズ
料
理
教
室
」
の
野
菜
ソ
ム
リ

エ
・
尾
崎
明
さ
ん
を
中
心
と
す
る
皆
さ
ん
の

「
野
菜
に
親
し
む
講
座
・
玉
こ
ん
に
ゃ
く
販

売
」
で
す
。 

あ
い
に
く
雨
天
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
松

戸
實
さ
ん
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

と
て
も
残
念
が
り
、
「
来
年
は
絶
対
や
っ

て
！
」
「
体
育
館
で
も
い
い
か
ら
！
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

「
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
「
野
菜
に
親
し
む

講
座
」
は
と
も
に
大
盛
況
で
し
た
。 

両
コ
ー
ナ
ー
と
も
時
間
中
は
長
い
列
が

出
来
て
い
ま
し
た
。
野
菜
講
座
の
会
場
で
は

急
き
ょ
、
イ
ス
を
増
や
す
な
ど
し
ま
し
た
。

こ
の
２
コ
ー
ナ
ー
は
、
６
年
生
の
選
ぶ
ベ
ス

ト
ス
リ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
！ 

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
」
と
い

う
こ
と
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
開
催
で
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
域
・
学
校
・
保
護
者

が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
為
に
活
動

で
き
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご

指
導
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
♪ 

（
小
金
北
小
・
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
） 



短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
ペ
ー
ジ 

● 
短 

歌 

・
強
す
ぎ
た
大
横
綱
の
北
の
湖
急
な
訃
報
に
新
聞

を
二
度
見
る 

・
宮
入
し
三
三
七
の
拍
子
木
（
き
）
が
入
り
「
お

つ
か
れ
様
」
と
肩
た
た
き
合
う 

・
三
人
目
の
お
宮
参
り
も
お
諏
訪
様
お
札
（
ふ
だ
）

を
貰
い
健
や
か
を
祈
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
５
丁
目 

正
ち
ゃ
ん
） 

● 

俳 

句 

・
葉
の
脈
を 

空
に
透
か
し
て 

冬
紅
葉 

・
太
陽
に 

投
げ
か
け
る
ご
と 

蒲
団
干
す 

・
皿
盛
り
の 

鰯
安
値
の 

な
ぐ
り
書
き 

（
２
丁
目 

和
男
） 

・
ク
リ
ー
ン
デ
ー 

ご
近
所
集
い 

落
ち
葉
掃
く 

・
落
鮎
に
か
ぶ
り
つ
き
た
る
の
鄙
の
宿 

・
つ
る
し
柿 

頑
固
面
し
て 

風
睨
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２
丁
目 

ひ
ろ
こ
） 

・
カ
ラ
タ
チ
の 

匂
い
ほ
の
か
に 

秋
う
ら
ら 

・
枕
辺
に 

本
を
積
み
あ
げ 

待
つ
眠
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２
丁
目 

よ
し
お
） 

・
縁
側
に 

座
布
団
二
つ 

月
夜
か
な 

・
大
木
に 

落
ち
葉
か
き
寄
せ 

ゴ
ル
フ
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
３
丁
目 

秀
） 

● 

川 

柳 

・
高
野
山 

敵
も
味
方
も 

寄
り
添
っ
て 

・
奥
の
院 

と
き
を
重
ね
て 

甦
る 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

（
２
丁
目 

ぽ
け 

ぼ
う
し
） 

・
国
技
館 

モ
ン
ゴ
ル
館
と 

間
違
わ
れ 

・
草
原
の 

風
を
嘉
風 

吹
き
飛
ば
し 

・
国
産
の 

大
関
み
ん
な 

ア
ホ
ー
ど
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２
丁
目 

ト
ン
ボ
） 

●初冬の福祉講習会『成年後見制度のおはなし』 

 講師はめいと中金杉施設長・東光枝さん 

１２月５日、中金杉青年館ホールで住民２５人が参加

して、東光枝施設長から成年後見制度についてお話を

聞きました。４年前の平成２３年３月にも２日間にわ

たる集中講座を「めいとケア」で聞きしました。 

今回も自治会の高齢化対策の一つとして、同じテーマ

で東さんに自治会から願いした所、快く引き受けてい

ただきました。人は年を取ると認知症や判断能力が落 

ちてきます。そんな時に「法定後見制 

度」が生きてきます。判断能力の度合 

いにより「法定後見制度」「任意後見制 

度」「補助人」「保佐人」「成年後見人」 

などの法律行為が適用されます。その 

難しい用語の解釈などを図解入りのテキストをもと

に分かりやすく説明していただきました。「知識とし

て知る」ことは大切なことです。いつかこの講座が役

に立つことと思います。         （平賀） 

  なお、席上で配布されたテキストは、町内回覧板で 

回わしますので、ご一読ください。  （福祉部・渡辺） 

 

 

 

 

 

 

なごみ

会 

東
大
安
田
講
堂
を
背
に
全
員
の
集
合
写
真 

三四郎池を散策 

 

●
１１
月
の
「
歩
け
歩
け
会
」 

 

東
大
銀
杏
並
木
・
六
義
園
を
た
ん
能 

晩
秋
の
都
内
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た 

 
 

１１
月
の
「
な
ご

み
会
」
歩
け
歩
け

会
は
30
日
、
加
藤

勇
ご
夫
妻
の
案
内

で
、「
東
大
銀
杏
並
木
」
と
「
六
義
園
」「
と

と
げ
ぬ
き
地
蔵
」
を
見
て
き
ま
し
た
。
当

日
の
参
加
者
は
２３
人
。 

東
大
の
イ
チ
ョ
ウ
の
色
づ
き
は
イ
マ
イ

チ
で
し
た
が
、
六
義
園
の
日
本
庭
園
の
モ

ミ
ジ
は
今
が
真
っ
盛
り
で
し
た
。
池
の
周

り
に
は
出
来
た
ば
か
り
の
冬
を
告
げ
る
雪

つ
り
が
庭
園
を
引
き
立
て
て
い
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
公
園
で
す
。 

「
都
心
に
居
る
の
に
、
野
趣
に
富
み
、

何
と
静
か
な
場
所
で
し
ょ
う
！
」
と
、
皆

さ
ん
感
激
し
て
い
ま
し
た
。 

昼

食

は

男
性
と
女

性
に
分
か

れ
て
頂
き
、

散
策
の
最

後
は
お
年

寄
り
の
メ

ッ
カ
・
と

げ
ぬ
き
地

蔵
通
り
を

歩
き
、
帰

り
は
懐
か
し
い
都
電
荒
川
線
の
新
庚
申
駅

か
ら
町
屋
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
千
代
田

線
に
乗
り
つ
い
で
北
小
金
に
戻
り
ま
し
た
。 

今
回
皆
さ
ん
が
歩
い
た
歩
数
は
１
万
５

千
歩
を
超
え
、
名
実
共
に
「
歩
け
歩
け
会
」

と
な
り
元
気
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

（
平
賀
） 
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０80-6717-2824  kumeisao@gmail.com 

●「かわら版」への投稿・ご注文・情報・苦情等は 

下記の平賀義男までご連絡ください。・２丁目２８番 

  電話＆ファクス ０４７・３４５・２０６８  

メールアドレス  h-yoshio@mug.biglobe.ne.jp 

● ＷＨＯ ‘Ｓ ＷＨＯ  

   ボランティアが生きがい 

２丁目  吉富和男さん 

１１月１７日「毎日お忙しそうですけど、

今日はどんな一日でしたか」「午前中は殿

平賀小学校で栽培委員の生徒たちと９月

に種まきして育てた葉牡丹と菜の花をプ

ランターに移植しました。これは１２月に

近くの「グランドめいと北小金」にプレゼ

ントするためです。午後は北市民センター

の「あじさいサロン」の仲間とリトミック

（リズム体操）を楽しみ、４時からは中金

杉２丁目のパトロールに参加しました。」 

６年前に定年を迎えブラブラしていた毎

日から、小金市民センターにある小金地区

社協に立ち寄った縁から生活が一変され

たようです。現在は友愛訪問（施設まわ

り）、あじさいサロン（折り紙、唄、工作，

体操）園芸支援（北小、殿小）などのボラ

ンティア活動でひと月の半分は地区社協の事

務局通いの日々です。どれも本番より段取りが

８割、様々な方々との出会いがあり会話がある

ことがとても楽しいようです。７３歳を超えて

なお意気盛んなお姿からは活力が滲み出して

おられました。趣味は俳句（２０年）と定年後

始めた詩吟。 

今号の「かわら版」俳句のページに掲載の「２

丁目和男」をお楽しみください。（石崎建夫） 

●
環
境
部
と
婦
人
部
の
計
画 

「
中
金
杉
公
園
の
花
壇
を
広
げ
た
い
」 

ま
ず
は
枝
落
と
し
の
作
業
か
ら 

  

毎
日
、
道
行
く
人
や
子
供
た
ち
に
親

し
ま
れ
て
い
る
「
中
金
杉
公
園
」
の
花

壇
を
、
環
境
部
と
婦
人
部
で
は
、
さ
ら

に
拡
充
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。 

花
壇
を
覆
っ
て
い
る
カ
エ
デ
な
ど

の
木
の
不
要
な
枝
落
と
し
を
、
松
戸
市

に
自
治
会
か
ら
依
頼
、
こ
の
ほ
ど
市
の

委
託
業
者
の
作
業
が
終
わ
り
、
花
壇
周

り
が
す
っ
き
り
と
し
ま
し
た
。 

夏
は
緑
陰
が
で
き
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、

花
々
に
と
っ
て
光
を
遮
ら
れ
、
落
ち
葉
に

泣
い
て
い
ま
し
た
。
今
は
陽
光
が
差
し
込

む
花
壇
と
な
り
ま
し
た
。 

 

（
平
賀
） 

 ●
秋
の
町
内
一
斉
清
掃 

子
ど
も
達
も
お
手
伝
い 

 

１０
月
２５
日
の
「
秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
―
」
。

生
憎
の
、「
木
枯
ら
し
１
号
」
の
強
風
に
あ

お
ら
れ
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
、
枯
葉
が

あ
ち
こ
ち
で
舞
い
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

各
会
場
と
も
早
朝
か
ら
ご
家
庭
の
周
辺

と
、
丁
目
内
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
ゴ
ミ
、

空
き
缶
、
空
き
瓶
な
ど
の
清
掃
を
大
人
に

交
じ
っ
て
子
ど
も
達
も
ホ
ウ
キ
持
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
年
も
中

金
杉
公
園
で

は
枯
葉
を
埋

め
る
２
丁
目

の
「
力
自
慢
」

の
穴
掘
り
作

業
班
が
、
汗

を
流
し
て
い

ま
し
た
。 

浅
間
公
園

で
は
多
く
の
人
た
ち
が
集
め
た
枯
葉
の
束

を
、
４
丁
目
会
長
の
小
野
田
靖
男
さ
ん
の

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
積
み
込
ん
で
い
ま

し
た
。 

春
と
秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
―
は
、
会
員
同

士
が
互
い
に
挨
拶
を
交
わ
し
、
近
所
の
人

た
ち
と
作
業
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
良

い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
平
賀
） 

●
は
じ
め
ま
し
て
！
よ
ろ
し
く 

▼
転
入
者 

３
丁
目
金
澤
寛
喜
さ
ん 

４

丁
目
重
松
清
高
さ
ん
、
荒
木
達
也
さ
ん
、

逸
見
浩
さ
ん
、
中
山
慎
也
さ
ん
、
鈴
木
陵

太
さ
ん 

渡
辺
大
さ
ん
、
伊
藤
洋
さ
ん
、

北
村
欣
三
さ
ん
、
堤
昭
人
さ
ん 

お
く
や
み 

▼
故
人 

３
丁
目
植
松
智
子
さ
ん
、
渡
部

宗
雄
さ
ん 

５
丁
目 

 
 

田
中
ア
キ
ノ

さ
ん 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

あ
と
が
き   

秋
祭
り
は
近
年
に
な
い
賑
わ
い
と
な
り

懇
親
会
場
は
立
錐
の
余
地
が
な
い
ほ
ど
で

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
も
多
彩
で
見
事
な
演
技

を
堪
能
し
ま
し
た
。
今
号
は
「
か
わ
ら
版
」

紙
面
に
は
、
皆
様

か
ら
の
投
稿
が

増
え
、
紙
面
が
い

き
い
き
と
し
て

き
ま
し
た
。 

『
中
金
杉
か

わ
ら
版
』
は
、
広

報
委
員
石
崎
建

夫
、
久
米
勲
、
橘

眞
理
子
、
西
辻
正

二
、
吉
野
朝
夫
、

笹
嶋
貢
、
内
藤
光

男
さ
ん
と
編
集
長
の
平
賀
義
男
が
担
当
し

て
い
ま
す
。 

http://www.ac.auone-net.jp/~shinbun/kawaraban/
mailto:kumeisao@gmail.com
mailto:h-yoshio@mug.biglobe.ne.jp

